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現品確認
●この商品の開梱する際は、輸送途中に損傷を受けていないか注意して調べてください。
　また、ご注文通りの製品であることを確認してください。

◇ 付属品一覧

※付属品がすべてあるか確認してください。

◎取扱説明書 1冊（本書） ◎六角レンチ 1本

◎クイックジョイント 1ヶ ◎車輪 2ヶ

◎エアーフィルター 1ヶ ◎車軸 2本

◎ハンドル 1ヶ ◎バネ座金 2ヶ

◎ボルト（ハンドル固定用） 4本 ◎コンプレッサーオイル 1本

各部の名称

電源スイッチ

圧力調整つまみ

図1 各部の名称
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配　管

古くなったエアーホースは継手部が外れたりする可能性があり危険ですので交換してください。

また、損傷したエアーホースは破裂するおそれがありますので速やかに交換してください。

注意

配　線
◎電源コードは直接コンセントに接続してください。

細い径の延長コード、タコ足配線、他の電気製品との併用はしないでください。

モータに充分な電流・電圧が流れないとコンプレッサーが起動しません。

注意

形式 配線太さと長さ ヒューズ容量 モーター電流値

HX4004
HX0600
HX7007

3.5mm2　20m以下 30A 14A

注意

◎発電機使用の場合　
起動時は瞬時ではありますがモータ電流値の約4倍の電流が流れます。したがって、発電機はこれに対応でき
るものが必要となります。目安としては3.3kVA以上とし、実際の使用にあたっては発電機メーカにご相談く
ださい。

延長コードを使用する場合は、コードの太さと長さを上表に従ってご使用ください。

上表に従わない場合は、電圧が降下し起動不良によるモーターの焼損や火災を引き起こす原因となりま
す。不十分な電源状況により発生した故障や損傷は保証対象外となります。

モーターの保護装置が作動した場合は、11ページの『故障の原因と対策』を参照してください。

  作業する場所とコンプレッサーが離れている場合は、長いエアーホースを使用することを推奨します。エアー
ホースの内径はφ8.7mmで接続ネジは1/4インチが最適です（10m以下であれば、ホース内径φ6mmでも可能
です）。
50m以上のエアーホースを使用する場合は、内径φ12mm以上のホースを使用してください。
やむを得ず延長コードを使用する場合は、表に従ったコードを使用してください。
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運転準備

ハンドルの取り付け 車輪と足ゴムの取り付け

図2のように空気タンクのベースにハンドルを差し
込み、空気タンクにある通し穴からボルトを差し込
み、ハンドルを固定してください。
※ボルトを過剰に回し過ぎないでください。

図3のように車輪をしっかり取り付けてください。
足ゴムを取り付けてください。
※車輪の向きにご注意ください。

図3 車輪の組立

エアーフィルターの取り付け

吸込み口にエアーフィルターを取り付けてください
（4ページ「各部の名称」を参照してください）。

図4 エアーフィルターの取り付けクイックジョイントの取り付け

クイックジョイントを圧力調整つまみに取り付けてください（4ページ「各部の名称」を参照してください）。

●ねじ部はテーパーねじとなっていますので、過剰にねじ込まないでください。ねじ部を最後までねじ
込むとエアー出口が破損します（保証対象外）。

●エアーが漏れる場合、ねじ部に市販のシールテープを巻いてください。

お　願　い

コンプレッサーオイルの注油とオイル量の確認

●  オイルキャップを手で回し、取外してください。初めてご使用になられる場合、オイル注油口の栓を外して
ください。

●  オイル注油口よりコンプレッサーオイルを約380ml入れてください。

●  オイルレベルゲージをのぞき、コンプレッサーオイルがゲージの中心（赤色）の位置になることを確認して
ください。

 ※ コンプレッサーオイルの管理を怠らないでください。オイルが少量ですとクランク軸の焼き付き、多量です
とオイルの噴出しの原因となります。

●  オイルキャップを注油口に取り付けてください。

 ※ オイルキャップなしで運転しないでください。

図5

オイル量 約380ml

図2 ハンドルの組立
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運転
図6

図7

図8

図9

図10

① 電源スイッチ操作
　 電源スイッチを「OFF」にしてください。（図6参照）
※コンプレッサーの運転・停止は必ず電源スイッチにて行ってください。

② 電源コードの接続
　 プラグをコンセントに接続してください。（図7参照）
　 ※延長コードを使用する場合は、必ず6ページの表に従ってください。

③ 運転
　 電源スイッチを「AUTO」にしてください。（図8参照）
　 【ご購入後初めて運転される場合】
● 電源スイッチを「AUTO」にしてください。
　 異常音、異常振動がないか確認してください。
● 空気タンク内の圧力が上昇し、自動停止することを確認してくだ
 さい。タンク側圧力計を参照ください。
●　ドレン抜きバルブAを開き、エアーを徐々に抜いてください。（図9参 
 照）コンプレッサーが再始動することを確認してください。
※ 問題や異常がある場合は、11ページの「故障の原因と対策」を参照
 してください。

④ 吐出圧力の調整
　 吐出圧力は圧力調整つまみBのノブにより調整することができます。
 ご使用になられる用途（エアーツール、スプレーガン等）に合わせ調整を
 行ってください。（図10参照）
※ 圧力調整を行う際は、エアーツール等を使用しながら（エアーを抜いた
 状態）行ってください。
●　時計回りにノブを回す・・・吐出圧力が上がる。

（圧力計C参照）
●　反時計回りにノブを回す・・・吐出圧力が下がる。

（圧力計C参照）
※ 圧力調整つまみBのノブを回し過ぎると軸を破損するおそれがあります。
 必要以上に回し過ぎないように注意してください。

⑤ 停止
　 電源スイッチを「OFF」にしてください。（図6参照）
 電源プラグをコンセントから抜いてください。
　 ドレン抜きバルブAを徐々に開き、空気タンク内のエアーを完全に抜いて
  ください。この時、ドレンも排出されます。

●本商品の定格運転時間（モーターが連続で運転することが可能な時間）は60分です。60分使用後
は、60分以上停止をしてください。定格運転時間を超えて運転すると、故障や発火の原因となります。

●コンプレッサの運転中は、絶対に傍を離れないでください。電源スイッチが『AUTO』の状態での放
置は、異常に気が付かず、故障や火災につながる危険性があります。

●電源スイッチを『AUTO』としてもコンプレッサが起動しない場合、モーター保護装置が作動してい
る可能性があります。詳しくは、『故障の原因と対策』を参照してください。

●安全弁は、空気タンクなの圧力が0.98MPaを超えないように強制的にエアーを排出する安全装置で
す。安全弁が作動した場合、故障の可能性がありますので、コンプレッサを停止し、お買い求めの販売
店にご相談ください。

注意

TEST RESET
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保守・点検

図12

図13

ドレン抜き

● コンプレッサのエアーには、ドレンが含まれますので、使用後は必ずドレ
ンを排出してください。ドレンの排出方法は、4ページをご参照ください。

※ ドレンは赤錆びた水です。汚れますのでご注意ください。
※ ドレンの飛散を防ぐ為、新聞紙、ウエス、受け皿等をご準備いただき、処
理してください。

吸込フィルター

● 定期的（50時間毎を推奨）に吸込みフィルターのエレメントを清掃してください（図13参照）。
※ 清掃時は電源コードのプラグをコンセントから抜いてください。
※ エレメントには向きがあります。向きを間違えると加圧しません。

オイル交換

● コンプレッサオイル量は、使用前に毎回確認してください。
● 初めて使用してから50時間運転後、オイル抜きボルトを外してオイルを抜
き、新しいオイルに交換してください（図12参照）。

※ オイル漏れを防止する為、オイル抜きボルトのねじ部にシールテープを巻
いてください。

● 次回からは100時間毎を目安に交換してください。

基本仕様

形式 HX4004 HX0600, HX7007
電圧 単相100 V
周波数 50 / 60 Hz
モータ出力 0.75 kW
電流値 14 A
制御圧力 0.67 ~ 0.85 MPa
定格運転時間※1 60 分( 60分使用後、60分以上停止)
吐出空気量※2　50/60Hz 60 / 65 L/分
空気タンク容量 30 L 24 L
安全弁噴出圧力 0.98 MPa
騒音値※3　正面1.5m 80 dB(A)
外形寸法　（W×D×H） 740×355×635 mm 700×355×635 mm
質量 31 kg 30 kg
周囲温度 5 ~ 38 ℃

※1  定格運転時間とは、コンプレッサのモーターが回っている状態です。タンク内の圧力が所定以上となり
停止している時間は含みません。

※2　吐出空気量は最高圧力時に吐出する空気量を大気圧に換算した値です。
※3　騒音値は、全負荷時、無響音室での測定値です（お客様のご使用になる設置環境により騒音値は異なりま 
  す）。
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